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私達の研究のポイント

強誘電体・圧電体などの機能性酸化物電子材料の単結晶、セラミックス、
薄膜、厚膜、ナノ粒子、複合材料とデバイスの作製とその応用

強誘電体・圧電体等の固体中で起こる電子、光、音波の相互作用による物理的現象や効
果の基礎研究、その相互作用を積極的に利用した新しい電子デバイスへの応用研究や開
発、それらを支える単結晶、セラミックス、薄膜、厚膜、ナノ粒子、複合材料の作製方
法の研究を行っています。機能性電子材料は、組成や構造が多種多様になっており、そ
の特性には無限の可能性があります。分子レベルのナノ結晶から理想な大型単結晶まで、
新しい材料の創製や電子デバイスの実用化を目指しています。最近では、圧電素子を用
いた超音波刺激を魚養殖へ応用し、ヒラメなどの生存率向上の研究を行っています。

常に環境に優しい高性能な強誘電体・圧電体材料及び関連する電子デバイス作製への
チャレンジをしています。その中には、材料作製技術と評価、強誘電体薄膜を利用した
メモリ、MEMSデバイス　、多層膜SAW　、FBAR　、及び強誘電体・圧電体単結晶
またはセラミックスを利用した超音波デバイス、バルク波素子　、光変調素子などが含
まれます。
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本研究室で育成したCa3NbGa3-xAlxSi2O14圧電単結晶
の写真です。白金容器に原料を入れ、約1360℃で融
解した後、上部から種子結晶を液面に付け、温度を制
御しながら少しずつ引き上げることにより育成を行い
ました。圧電単結晶中一部のGaをAlで置換し、その高
温での絶縁抵抗値を向上させる試みを行っています。
この圧電単結晶は800℃以上で用いる高温用センサへ
の応用が期待されています。

室外の水槽に養殖していたヒラメの生存率変化を示す
グラフです。実験用超音波周波数は1MHz、平均強度
は800mW/cm2でした。超音波照射時間は30分間/
日、3回/週、開始日は2013年10月8日でした。気
温が海水温より低くなった11月下旬から、対照群の
ヒラメが死亡し始め、2月下旬には30％しか残ってい
ません。それに対して、超音波照射を受けたヒラメは
すべて生きていました。
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